
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留寿都中学校 学校だより 令和7年５月２９日発行 

(通巻５４９号) 

留寿都村立留寿都中学校 

発行責任者：林 稔晃 

 

学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の皆さまには、日頃より本校の教育活

動にあたたかいご理解とご支援をいただき、

心より感謝申し上げます。 

 

さて、今年度より留寿都村では「15年教

育構想」が本格的にスタートいたしました。 

この構想は、幼児期から中学校卒業までの

15年間を一つの流れとしてとらえ、子ども

たちの発達段階に応じた、留寿都ならではの

一貫した教育を目指す取組です。その中心と

なるのが、①英語教育、②保健体育教育、③

キャリア教育の三つの柱です。 

 

これらは、子どもたちが将来、社会の中で

自分らしく、たくましく生きていくために必

要な力を育むものです。 

英語教育では、地域性を生かし国際社会と

つながるコミュニケーション能力や多様性を

受け入れる姿勢を養います。 

保健体育教育では、環境を生かした運動や

健康の大切さに加えて、「自分の身体を大切に

する」「性について正しく知り、尊重する」と

いう視点を重視しています。 

そしてキャリア教育では、「働くこと」や

「生き方」を考えることを通じて、単に将来

の職業を選ぶだけでなく、人生全体のあり方

や価値観を見つめ直します。自分の強みや興

味を知り、社会の中でどのように役割を果た

せるかを主体的に考える力を育みます。これ

により、変化の激しい時代でも柔軟に対応

し、自分らしい生き方を切り拓く力を身につ

けていきます。 

この三つの柱は、私たち教職員にとって

も、日々の教育実践の方向性を示す大切な

道しるべです。子どもたちがこれからの社

会をたくましく生き抜くためには、「伝える

力」「自分の心と体を守る力」「自分らしい

生き方を描く力」が不可欠です。 教職員一

人ひとりが、この三本柱を意識しながら授

業や日常の関わりにあたることが、未来を

切り拓く子どもたちを育てる第一歩となり

ます。 

 

 留寿都村には、農業・観光・地域産業な

ど、子どもたちが自分の目で見て、肌で感

じることができる“生きた教材”があふれ

ています。本校では、地域の皆さまのご協

力のもと、職場体験やキャリア講話、地域

の大人との対話の機会を積極的に設けてい

ます。こうした学びを通して、「自分も誰か

の役に立ちたい」と思える子どもが育って

きています。 

 

私たちは、「地域に根ざし、世界とつなが

り、未来を切り拓く力」を育てていきたい

と考えています。今後とも、子どもたちの

成長を地域ぐるみで支えていただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

なお今後は、地域資源をさらに教育に生

かすために、「地元の温泉や農業、観光施設

を活用した学び」や「地元事業者と連携し

た課題解決型の探究活動」などにも取り組

んでまいります。子どもたちが、自分のふ

るさとに誇りと役割を見出せるよう、地域

とともに歩む学校づくりを進めてまいりま

す。 



５月１日（木）１日防災学校 

 今年度１回目の避難

訓練が１日防災学校に

合わせて実施されまし

た。この日は、地域に

おける防災について考

え、有事に備えること

を目的として学習しま

した。当日は、羊蹄山

ろく消防組合消防署留寿都支署の方にお越しいただき、避

難の状況の確認と消火訓練を実施していただきました。火

災のアラームが鳴り響く中、整然と避難しました。避難に

かかった時間は１分２６秒。消防の方からは、「ドア、窓

が閉められていてよかった。」と講評をいただきました。

３年生は先日の修学旅行の中で震災学習を行い、東北の被

災地を実際に見て学習しました。留寿都では津波被害はあ

りませんが、火災、地震、噴火、土砂災害、増水など地域

で考えられる災害について考え、日頃から意識して生活す

ることが大切だと再認識する１日となりました。 

５月１２日（月）前期生徒総会 

 令和７年度前期の生徒総

会が実施されました。今回

から生徒会のクラスルーム

で提案から意見集約までを

行い、議案書もデータで示

されました。学級審議の様

子では、各学年の審議の様

子がリアルタイムで更新され、活発な意見交換が行われて

いました。ICT を有効に使ってより多くの声を聞き、活発

な生徒会活動にしてほ

しいと思います。今回の

議長は、３年生大友さ

ん、２年生秦さんが選出

されました。各学年から

多くの質問と意見が出

て、全校生徒の集中した

姿を見ることができました。併せて実施された全校集会で

は、卓球部の表彰伝達があり

ました。５月３日に共和町で

実施された、第４０回会長杯

後志卓球大会において、女子

団体３位の成績を収め

ました。おめでとう！ 

５月１４～１５日 ２年生宿泊研修 

 今年度の宿泊研修は、自主研修の中で企業訪問と

上級学校訪問を実施しました。企業体験は、ユニク

ロ、自衛隊、北海道新聞に行き、短い時間でしたが職

業体験をさせていただきました。その後、ファッシ

ョンや調理、デザイン専門学校

を訪問し、高校より先の進路に

ついて考える時間となりまし

た。札幌の町を自分たちで移動

して探索することは今までにな

い経験になったと思います。定

山渓温泉に泊った次の日は国際

協力機構 JICA と札幌市防災センターで研修し、最後は大

通りで留寿都村の PR 活動を行いました。勇気を出して外

国からの旅行者などに声をかけ、自作したパンフレットを

手渡して説明した経験は自信につながったようです。疲れ

た様子でしたが、みんな良い表情で帰ってきました。 

 

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 日      

2 月 振替休業     

3 火  ○ ○ 15:30 17:30 

4 水 眼科健診 ○ ○ 15:30 17:30 

5 木 
部活動休養日 2年生総合発表5h 

スクールカウンセラー来校日 
× ○ 14:30  

6 金  ○ ○ 15:30 17:30 

7 土      

8 日      

9 月 全校集会・中体連壮行会 ○ ○ 15:30 17:30 

10 火  ○ ○ 15:30 17:30 

11 水 栄養教諭給食指導3年生 ○ ○ 15:30 17:30 

12 木 部活動休養日 × ○ 14:30  

13 金  ○ ○ 15:30 17:30 

14 土      

15 日 中体連陸上大会（京極町）     

16 月 QU検査（全学年） ○ ○ 15:30 17:30 

17 火  ○ ○ 15:30 17:30 

18 水  ○ ○ 15:30 17:30 

19 木 代表委員会 部活動休養日 × ○ 15:30  

20 金  ○ ○ 15:30 17:30 

21 土 中体連野球大会①（京極町）     

22 日 中体連野球大会②（京極町）     

23 月  ○ ○ 15:30 17:30 

24 火  ○ ○ 15:30 17:30 

25 水 中体連卓球大会①（泊村） ○ ○ 13:15 15:30 

26 木 中体連卓球大会②（泊村） ○ ○ 13:30 15:30 

27 金 
前期常任委員会 放課後学習会 

部活動休養日 
× ○ 15:30 17:30 

28 土      

29 日      

30 月 テスト３日前部活動停止 × ○ 15:30  

給 

食 

部
活
動 

６月行事予定 

文化部が毎月更新している

ウェルカムボードです。 


